
平成２２年１２月定例教育委員会会議録 

 日      時  平成２２年１２月１０日（金）  午後１時００分～午後４時００分 

 場      所  秦野市役所西庁舎３階会議室 

 出席委員 
 委員長 髙野 二郎  委員長職務代理者 望月 國男 

 委 員 髙槗 照江  委 員 加藤  剛  教育長 金子 信夫 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教育総務部長  鈴木 和彦 

教育総務部参事 熊澤 広明 

教育総務課長 二階堂 敬 

学校教育課長  三竹 芳則 

教育指導課長兼  

教育研究所長 高木 俊樹 

生涯学習部長 露木  茂 

生涯学習課長 横溝 昭次 

スポーツ振興課長 井手 則夫 

図 書 館 長 和田 義満 

教育総務課課長補佐(庶務担当) 入野 義郎 

教 育 総 務 課 庶 務 班 吉田 浩成 

 傍聴者  １名 

 会議次第 

１ 開  会 

２ 前回会議録の承認 

３ 教育長の報告及び提案 

(1) 平成２３年１月の開催行事等について 

(2) 平成２２年第４回定例会報告について 

(3) 学校施設耐震診断結果について 

 (4) 第２６回のびゆくみんなの交流会について 

(5) 平成２２年度第４回いじめを考える児童・生徒委員会の開催結果

について 

(6) 第１回はだの教育プラン検討委員会の開催結果について 

(7) 児童・生徒の事件・事故について 

(8) 第５２回神奈川県公民館大会の開催について 

(9) 第６回はだの丹沢水無川マラソン大会の開催結果について 

(10) エネルギーの使用の合理化に関する法律の改正に伴い特定事業者

に指定されたことについて 

(11) 平成２２年度神奈川県教育委員会表彰（教育功労者表彰）につい

 て 

(12) 平成２２年度優良ＰＴＡ神奈川県教育委員会表彰について 

(13) ２０１０年度ＪＡはだの書道、図画、作文コンクール表彰式につ

いて 
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(14) クマ補獲後の教育委員会の対応について 

(15) 平成２１年度歯科巡回指導の概要について 

(16) 臨時代理の報告について 

   報告第８号 秦野市地方教育行政の組織及び運営に関する法律に

基づく職務権限の特例に関する条例の制定及び秦野市部設置条例の

一部を改正することについて 

(17) 第４５回全国野生生物保護実績発表大会 環境大臣賞受賞につい

て 

４ 議  案 

(1) 議案第２３号 秦野市立公民館条例施行規則等の一部を改正する

ことについて 

５ 陳  情 

(1) 幼稚園・小・中学校に熱中症対策としてクーラー設置を求める陳

  情 

６ 協議事項 

(1) 平成２３年度秦野市一般会計予算（教育費）の編成について 

(2) ３学期制一斉実施に伴う管理運営規則の改訂について 

(3) 教育委員会規則の一部を改正することについて 

 (4) 子どもの自殺対応について 

７ その他 

 (1) 神奈川県教育委員会教育委員による秦野市学校視察について 

８ 閉  会 

 会議資料  別紙のとおり 

 

委員長 １２月の定例教育委員会会議を開催いたします。 

前回会議録につきましてご質問、ご意見等がございますか。

私からあります。 

 ―会議録訂正― 

委員長 ほかにありますか。 

 ―特になし― 

委員長 前回会議録を承認します。 

なお、前回の定例会において、「議案第２２号 秦野市地

方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づく職務権限の

特例に関する条例の制定及び秦野市部設置条例の一部を改正

することについて」は、本市機関において協議中の案件であ
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ったことから、公開することが適当でないということで、秘

密会で審議をしていただきました。その後、当該案件は秦野

市議会第４回定例会において提案をされ、議決されたことか

ら、秘密会とする要件が解消しましたので、会議録は公開す

ることが適当ではないかと思われます。そこで、意見をお伺

いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

委員長 それでは、前回秘密会会議録のうち、議案第２２号にかか

わる記述については公開として取り扱うということにいたし

ます。 

続きまして「（７）児童・生徒の事件・事故について」は、

個人情報が含まれているために、秘密会での報告としたいと

思いますが、よろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

委員長 それでは、報告（７）は秘密会での報告といたします。 

「教育長の報告及び提案」をお願いいたします。 

 ―教育長報告― 

委員長 ご質問、ご意見があれば、お願いいたします。 

加藤委員 学校施設耐震診断結果について、予備診断でランクは幾つ

あってＡがどういう基準であるのかということと、予備診断

をしてから２０年ぐらい時間があいているのは、２０年ごと

に診断をしなさいということがあるのか。 

 教育総務課長 ランクにつきましては、予備診断ではＡランクからＥラン

クまで５段階あり、Ｃ、Ｄ、Ｅのランクに危険性がある。Ｂ

とＡにつきましては、安全であると平成元年に診断をしまし

た。その後、Ｃランク以下については、平成１６年までの間

に耐震補強工事をさせていただいて、本町中学校と東中学校

の体育館を除きすべて終わっております。 

ところが、平成２０年に秦野市公共施設等の安全性の向上

及び長寿命化の確保に関する指針が出ました。これに基づい

て、調整会議で、Ｂランク、Ａランクについても、二次診断

を実施するという方針が出されました。昨年は、Ｂランクに

ついて二次診断をし、その結果、Ｉｓ値が末広小は０．４２、

西小が０．２９でした。数値が０．３以下になりますと危険

度が高いため、今年６月の議会で設計委託予算を補正をさせ

ていただき、現在、耐震補強設計の委託をしています。来年

度の夏休み期間で耐震補強工事をします。 

今回、Ａランクについて二次診断をさせていただいた。と
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ころが、渋沢小と上小についてはＮＧという一報が来ていま

すので、確定はされていませんけれども、今回、報告させて

いただきました。 

加藤委員 最短でも工事まで２年は要するという報告があったかと思

いますが、事実として２年間児童、生徒たちを危険にさらす

ことになるわけですから、予測を立てて、計画的に実施する

ことが必要だと思います。 

委員長 公表はどういうやり方をするのですか。 

 教育総務課長 昨年の末広小学校、西小学校と同様に、校長先生に「学校

でＰＴＡを含めてどういう対応をしたらよろしいでしょう

か。ご意見等をお聞かせください」ということでお願いして

あります。 

委員長 どうしたらいいかをＰＴＡや保護者に聞いてみても、市が

どういうことをやるのかを明確にしないと対応のしようがな

い。教育委員会は、当然、早く安全な学校をつくるべきだと

主張しなければいけない。それに対してどういう対策が出て

くるのか、これを明確にした上でＰＴＡなり保護者と相談を

するということが必要だと思うんです。 

 教育総務課長 一番先にできることは緊急地震速報システムをつけるとい

うことで、渋沢小学校には、１２月中につける予定です。そ

れから、建物の耐震の問題についてですが、昭和５６年以前

の旧建築基準法に基づいた構造がまずいということで、経年

劣化等については、外部塗装など計画的に改修工事を行って

います。 

委員長 そのほかいかがですか。 

教育長 こういう状態を放置できるはずがないんです。最悪を想定

したら、明日、大きな地震が来たらどうするという話です。

だけど、全国的には、耐震補強ができている率がまだ非常に

低くて、危険なまま教育活動が行われている。費用がすごく

かかるということです。 

それから、これだけの工事をやればＩｓ値が上がるという

細かい設計をやるのには、やっぱり１年近くかかるんです。

ただ、もし本当の安全策を講じるのだったらば、渋沢小学校

のグウランドにプレハブを建てて、直すまでは使わないとい

うことが一番だと思うんです。でも、プレハブを建てるだけ

で２億円とかのお金がかかる。この耐震工事だけで１億数千

万ぐらいじゃないかと言っている。だから、工事よりもプレ

ハブのほうが高くつく。でも、子どもの命にはかえられない
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ので、そのお金を出すという方針を出すか、今の状況では無

理とするか、だれが判断するかということになる。 

委員長 今のような経緯は、しっかり説明をする必要があります。 

現状では、今できる対応を最大限考えて、訓練が必要であ

れば訓練をやるということしかないだろうと思います。 

教育長 上幼稚園は今年度中に工事するんですか。 

 教育総務課長 上幼稚園につきましては、柱と壁とがぴったりくっついた

構造のためゆとりができない箇所があり、だから地震に弱く

なるということで、これを切り離して、この間にクッション

を入れることによって、Ｉｓ値がＯＫの状態になるというこ

とです。この切り込みを入れるのは１０万、２０万程度なの

で今年度中に対応したいと思っています。 

委員長 「第４回いじめを考える児童・生徒委員会」には加藤委員

に出ていただきましたが、簡単にご報告いただければ。 

加藤委員 今回は市Ｐ連の会議と同時開催というスタンスで、ＰＴＡ

の皆さんも数多く参加していただいて、１１テーブルに分か

れてグループディスカッションを行っていました。ＰＴＡの

方々もすごく意欲的で、子どもたちも、過去３回は子どもた

ちだけでやっていて、今回は先生や保護者の大人のお話を聞

くというスタンスで、非常にいい経験をしてくれたのではな

いかと思います。 

２点思ったことがありました。まず１点が、保護者の方が

中学生の子に「あなたのクラスでいじめは実際にありますか」

という質問をしたときに、「生徒同士のいじめはないけれど

も、先生へのいじめがある」と。話を聞いていると、ちょっ

と心が痛くなるような、いじめというか、度が過ぎたいたず

らがあるというようなことを言っていました。教員へのメン

タルヘルスケアの問題も絡んでくるかと思うんですけれど

も、上の人や同僚に相談、報告をしやすい環境を整えていっ

てあげなければ、これからも体調を崩す先生は減っていかな

いのかなと、かなり過酷な状況で先生方は働いているんだな

ということを改めて感じました。 

もう一点が、この委員会の有効性や意義を十分認めた上で

あえて申し上げさせていただきますが、ちょっとマンネリ化

を感じました。１１個のテーマがありましたが、大体が、ほ

かのところで聞いたことのあるような答えが出ていることが

多く、なかなか新しい意見は出ていなかったように思ったん

です。ということは、かなり児童・生徒たちの間でもいじめ
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に関する考え方に共通認識を持ててきているのではないかと

いう気がしたんです。この委員会もそろそろ次のステップに

進むべきときなのかなと。具体的には、いじめを受けた経験

者、もしくは、いじめによって自殺した子の親の講演会をこ

の生徒委員会が主催していろいろなところで行っていくとい

うのも１つあるのではないか。これは文化会館などで開いて

も余り意味がなく、各学校を、年に数校しか回ることはでき

ないかもしれませんが、キャラバン的に回るというようなこ

ともできたらいいのではないかと感じました。 

委員長 ありがとうございました。 

髙槗委員 議会報告のいじめ問題について、たくさんの議員さんが意

見を述べられているということがわかりました。回答を見ま

しても、それぞれ真摯に受けとめて、いろいろな対策が考え

られていると思うんです。やはり、いじめの問題は未然防止

と早期発見が大変かぎになると思うのですが、そのときに、

全体が、いじめがあったら発見しようというギラギラしたム

ードになるのはちょっと怖い。生徒を見守る地域の目もそう

ですけれども、いじめを見逃さないという目の中に温かさが

あって欲しいということを感じました。 

望月委員 全国的にも非常に深刻ないじめがある中で、本市のいじめ

の件数はだんだん減っており、議会でもそのように報告がな

されたわけですけれども、秦野市は本当に可能な限りの取り

組みをしているんだなといつも思っているわけです。「いじ

めを考える児童・生徒委員会」では「来年度以降も『テーマ』

を変更しながら継続実施する予定である」とありますけれど

も、加藤委員の意見等も参考にしながら方法なども考えると、

さらに中身のあるものになるのではないかと思うんです。 

さらに、地域を入れていろいろ考え合うという可能性を模

索してほしいと思います。校長先生も非常に大変ですけれど

も、地域にできるだけ出ていって、そして地域と語り、そう

すると地域が見えてくる。それが連携の第一になっていくの

ではないかと思うんです。 

委員長 はだの教育プラン検討委員会のご意見をいただいているの

ですが、これは今後どのように考えていけばいいのですか。 

 教育指導課長 はだの教育プラン検討委員会の皆様からいただいた意見、

パブリックコメントからいただいた意見、議員の皆さんから

いただいた意見、関係団体からいただいた意見を総合的に見

ながら、部分的に編集し直す作業を１２月末から１月にかけ
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て考えています。 

望月委員 これからこの検討委員会はあと何回開かれるのですか。 

 教育指導課長 １月の下旬から２月の上旬にかけてもう一回開催します。 

教育長 教育委員会でも、時間をかけて、もう一回、現物を見なが

ら話し合う必要があると思うのですが、そもそも、理念を掲

げるものなのか、点検評価に対応できるだけの具体を並べる

のか。秦野市教育委員会としてはこれを教育振興計画とする

ということをもう一度確認して、この検討委員の皆様方にも

そこを確認した上でやらないと、何をつくっているのかが見

にくくなる。 

委員長 １００％皆さんが納得するものはあり得ないわけだから、

教育委員会が考えたことが伝わるようにつくるということ以

外にはないです。 

時間はかかると思いますけど、説明をしっかりしていくこ

とが必要だと思います。 

 教育指導課長 議会の一般質問では、学力向上を方針の一番に持っていく

べきではないかというご意見をいただきました。しかし、パ

ブリックコメントの中には、子どもの安心・安全を優先すべ

きだというご意見をいただき、プラン検討委員会では、生涯

学習が学校教育の後ろに来るのはいかがなものかという意見

もいただいています。教育委員会会議の中で、方針を確定す

ることが必要だと思います。 

委員長 我々も、意見をいろいろ伺って、しっかり議論した上でつ

くっていくということをやらなくてはいけない。そういう機

会をまたつくっていただきたい。 

教育長 今後のタイムスケジュールはどうなっていますか。 

 教育指導課長 １２月１６日の議員連絡会で、議員の皆様にご説明をし、

ご意見等を賜ることをお願いします。今のところ、１１月、

１２月を、さまざまな方々からのご意見を聴取する期間とし

て考えておりまして、１月の中旬にかけまして編集し直し、

１月の教育委員会会議の協議事項として提出する予定です。

そして、２月の教育委員会会議の議案として提出させていた

だき、３月議会で報告というような考え方を持っております。

その中でまた学習会等のスケジュールを考えさせていただけ

ればと思います。 

委員長 『エネルギーの使用の合理化に関する法律』の改正に伴い

特定事業者に指定されたというのは、こちらが指定してくれ

といったわけではなくて、向こうから一方的に来るのですか。
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 教育総務課長 教育委員会すべての公共施設でのエネルギー使用量の調査

を受けまして、昨年、年間２，２６６ｋｌと出ましたので、

特定事業者として指定されました。 

加藤委員 これからエアコンも整備していこうかという話の中で、実

際、削減はできていくのでしょうか。 

 教育総務課長 本町中学校では夜間氷蓄熱で、なるべく消費を抑えるもの

で対応するなど、今後は省エネ化を推進します。 

髙槗委員 歯科巡回指導についてですが、巡回指導があって、虫歯の

数も少なくなっているかと思いますが、食後に歯を磨くとい

うことが基本だと思うんです。食後に歯を磨きたいという児

童生徒に対して、そのような環境面は整っているのでしょう

か。 

 学校教育課長 実際に、それぞれの校舎にございます手洗いの場所等を利

用してやっております。 

 教育指導課長 みんなで一斉に歯を磨きましょうということになると、場

所が足りないということもありますので、例えば、食べ終わ

った子どもからというルールをつくったり、あるいは、簡単

にすすぐことで対応するなど、体制が整っていない中で工夫

してやっているという状況です。 

委員長 グラフを見ると、秦野市も全国も同じ傾向で減少している

んですけれども、これは、平成１０年度あたりから特別な指

導が小中学校であったということですか。 

 学校教育課長 歯科巡回指導につきましては、本市におきましては昭和 

５５年にスタートしまして、当時は小学校１、２年生を対象

としておりましたが、順次学年を広げてまいりまして、平成

２２年度に全小学４年生を入れたということで、現在は、幼

稚園から中学１年までの間、小学校６年生以外の学年すべて

に巡回指導していくようになっております。 

望月委員 「第４５回全国野生生物保護実績発表大会」ですけれども、

渋沢小学校は、平成２０年度から市のほうの里地里山の自然

環境活用教育研究委託を受けているということで、今までの

研究の上にさらに市の研究委託を受けて深めたのではないか

と思うのですが、ほかにこういった研究をやっているところ

は市内であるんですか。 

 教育指導課長 里地里山自然環境活用教育研究委託につきましては、平成

２０年度から、全幼小中学校に研究委託をしております。地

区によって取り組みは違いますけれども、渋沢小学校につき

ましては、頭高山の自然やそのふもとのふれあいの里の活用
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等をするもの、愛鳥活動等の取り組み、それから、全校を挙

げての強化活動というものがかなり評価されたと聞いており

ます。ほかにも鶴巻小学校は、野鳥保護で、去年、高く評価

された経過もございます。上小学校、本町小学校も２０年度、

２１年度に活動が評価された経過がございます。 

委員長 次に議案に入ります。「議案第２３号 秦野市立公民館条

例施行規則等の一部を改正することについて」、生涯学習課

長から説明をお願いします。 

 ―生涯学習課長より説明― 

委員長 それでは、ご質問、ご意見等がございましたら、お願いし

ます。 

教育長 新しい予約システムは１２月２０日から稼働ですか。 

 生涯学習課長 そうです。 

教育長 これで費用は軽減されるのですか。 

 生涯学習課長 今までは独自でやっていましたので、こちらに参加するこ

とで、概ね１，０００万円ぐらい減となります。 

委員長 「議案第２３号 秦野市立公民館条例施行規則等の一部を

改正することについて」は、原案のとおり可決することでご

異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

委員長 議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

次に、「幼稚園・小・中学校に熱中症対策としてクーラー

設置を求める陳情」を議題といたします。教育総務課長から

説明をお願いします。 

 ―教育総務課長より説明― 

委員長 皆さんのご意見をお伺いしたいと思います。 

ここでは、クーラーというものがどういうものであるかと

いう定義は余り厳密にはしないで、子どもたちが教室で暑い

から、勉強ができるように少し温度を下げてやるということ

を考えた上で機材を設置しようということで考えれば良いと

思いますが。 

教育長 教育委員会の基本的方針ですから、問題ない。でも、早期

にというのは、できるだけ早くということです。先ほどの耐

震工事等、予定外の支出があると困る。 

 教育総務課長 耐震等、子どもたちの命にかかわる安全の部分については、

計画的に早期にやらなければいけない。経年劣化の雨漏り等

についても随時対応していくと、その次の段階からというこ

とで、順番としては３番目ぐらいになるのではないか。ただ
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し、特別支援学級等については、体温調整ができない等があ

ります。それについては個別に対応をさせていただいていま

す。 

委員長 これまでの生活環境の変化、気候等の変化から見れば、学

校にはエアコンは要らないという時代ではないことは確か

で、教育環境、学習環境を整えるという意味では必要だろう。

そういう意味では、エアコン対策、クーラーの設置には特に

反対することはないと思いますが、限られた予算の中でどう

いう優先順位をつけるのかという問題もあるだろうと思うん

です。 

望月委員 反対する理由はないです。 

委員長 そうすると、これにつきましては、継続審議あるいは採択、

不採択、趣旨採択から採決をしたいと思っていますが、よろ

しいですか。そのほかに何かご意見があれば。 

教育長 私は趣旨採択でいいと思います。 

望月委員 それでいいと思います。 

委員長 それでは、質疑はこれで終了とし、採決をしたいと思いま

すが、趣旨採択というご意見が多いようですので、それでご

異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

委員長 それでは、「幼稚園・小・中学校に熱中症対策としてクー

ラー設置を求める陳情」は趣旨採択といたします。 

次に、協議事項に入ります。「（１）平成２３年度秦野市

一般会計予算（教育費）の編成について」、教育総務課長か

ら説明をお願いします。 

 ―教育総務課長より説明― 

委員長 細かいことだけれども、「教育ニーズ」と「教育的ニーズ」

いう言葉が出てくるんですが、どちらかに統一したほうがい

い。「教育ニーズ」と「教育的ニーズ」は違うことを言って

いるんですか。 

 教育指導課長 「教育的ニーズ」と「教育ニーズ」の差異は考えていない、

これは統一したい。 

望月委員 中学校の教育指導助手の２名増についてですが、国も地方

の教育委員会もそうですけど、どうしても、反社会的と非社

会的なものを比べると、不登校に象徴される非社会的なほう

にすごくお金をかけ、片や、暴力行為に象徴される反社会的

な問題行動等についての取り組みには、あまりお金をかけて

いないのではないか。そういう中で、市の教育委員会が目に
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見えるものとして、こういう対応をしているということは学

校現場にとってみると非常に心の支えになるのではないかと

思いますので、ぜひ、予算をとっていただければと思うんで

す。 

生涯学習の「快適で市民の役に立つ図書館」ですが、「利

用者の利便性を高めるため、東海大学前駅連絡所で云々、特

別講演会を開催します」というのは、なぜ特別講演会なのか、

その背景、内容、方法等がわかれば。 

 図書館長 特別講演会でございますが、来年がちょうど前田夕暮没後

６０年に当たりまして、岡野弘彦さんという日本の歌人、昭

和天皇の歌のご指南役や、皇太子殿下や雅子様に和歌を教え

ておられる方でございまして、若いときに前田夕暮と親交が

あったというお話でございます。今、こういう方に来ていた

だいて講演会をやっていただかないと前田夕暮との接点を持

っている方がだんだんいなくなってしまうということでし

て、是非ともお呼びしたいという形で予算をつけさせていた

だいているということでございます。 

教育長 今、望月委員から出た問題行動等対策指導助手、学校で先

生の言うことは聞かない、授業も出ない、気に入らないと壁

をけったり、時には先生をけ飛ばすような子どもへの対応に

は非常に苦慮しているわけです。そのときに、この指導助手

が学校にいたら何か効果があるだろうと期待するのですが、

一人あたり年間８０万円で働いてもらって役に立つか、期待

できるか。 

 教育指導課長 大体、１週間に１５時間ないし１８時間で考えています。

そうすると、学校に毎日いると３時間ぐらいいる。それをど

ういう形にするかはこれから各論を決めていくわけですけれ

ども、その指導助手は、どちらかというと、学校の中にいて、

クラス外に出ている子どもたちへの対応、クラスや学校内で

離脱している子どもを指導する先生の助手として子どもたち

と接する。そういう子どもたちへの具体的な対応、別の教室

で話をしたり、場合によっては自学自習の手伝いをしたり、

そういう内容を考えています。 

委員長 こういうことは必ず人を雇って回らなくてはだめなのか、

ボランティアではできないのか。 

 教育指導課長 反社会性のある生徒に対応するということは、気遣い、配

慮と、その時間と場所に適した臨機応変なる判断が求められ

ますので、私個人の意見としては、ボランティアなどでは非
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常に難しいのではないかと思います。 

秦野には県教委から２校に６時間ほどの反社会的な暴力行

為に対する支援員を入れております。来年その事業はなくな

りますので、市で対応できないかということです。 

委員長 それを担当する方は先生の経験者、あるいは現役の先生で

すか。 

 教育指導課長 それを条件とはしないことで考えています。教員免許の有

無も問わず募集してみようと考えています。 

望月委員 いろいろ状況が考えられますので、臨機応変に活用すると

いうことになるんじゃないかと思うんです。例えば、保健室

が満員で養護の先生も対応できない、各先生方もパトロール

に専念しなければいけないという状況で、こういう人がいた

ら話し相手になってくれたりして助かる。 

委員長 その子が学校に不満があってやっているなら学校で対応す

ればいい。でも、家庭に不満がある、社会に不満がある子ど

もを、学校で全部対応するなんてことはできないでしょう。 

教育長 その子を良くしようではなくて、学校の先生を助けてやろ

うという視点です。そのためには子どもとかかわれる人でな

ければだめです。そういう意味では、人選はかなり難しいし、

それが８０万円で見つかるのかということもあるが、学校の

先生にとってみると、そばにいてくれるだけでも助かるとい

うことはある。 

髙槗委員 保護者から見ても、ケアしてくださる先生がいらっしゃれ

ば、そのほかの子どもの授業がある程度成り立つから良いの

ではないか。 

委員長 では、この結果を期待しましょう。 

次に、「協議事項（２）３学期制一斉実施に伴う管理運営

規則の改定について」教育指導課長から説明をお願いします。

 ―教育指導課長より説明― 

委員長 何かご意見はありますか。 

最初のページの３段落目、「このような状況から、授業時

数増加に対する児童生徒の学習負担を軽減化するため」とあ

りますけれども、児童生徒の学習負担を軽減化しなくてもい

いんじゃないですか。授業時間数が増えるのだから、学習負

担も増える。 

 教育指導課長 授業時数増加に対して、子どもたちに負荷が来るのではな

いか、それが「学習負担」と断定した表現になっていますが、

ここでは、単に平日の児童生徒の負荷をなるべくならしてい
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きたいということを指したものでございます。 

教育長 授業が６時間でも、やれればいいですけど、放課後の活動

時間が減ってしまい、生徒会、児童会とか自主的活動、部活

動その他の活動の時間が保障されないということは、今の学

校教育が求めているものから若干逆行してしまう。そういう

ことなので、それは学習負担の軽減とはちょっと違って、教

育活動の充実ということを確保するという前向きの姿勢で書

かれないとまずいのではないかという気がします。 

委員長 授業をたくさんやるのは、先生が反対なんじゃないですか。

 教育指導課長 先生方からも、土曜日を前のようにもう一回復活させても

いいのではないかという意見は聞いています。ただ、現在の

労働条件の中で４週８休の原則というところが、先生方の労

働条件の部分でポイントになっていることは事実だと思いま

す。 

また、先生方の中には、長期休業を短縮することの賛成者

もいます。日ごろの教育活動を充実させるために、先生の立

場においてもこちらのほうがいいのではないかと考えており

ます。 

望月委員 ８月に２日早く来たからといって、現状では暑くて勉強に

ならない。そうすると、国民の休日の幾つかに出勤して授業

をするというようなことは法的にできるのか。 

教育長 授業はできるんですが、代休を与えなければいけないので

結局同じです。保護者参観日は、土曜日や休日にやって、子

どもは月曜日とか平日が休みになって、先生も休むというふ

うに、休日の保障が優先になっているんです。 

夏休みの２日間というのは、授業をやるというよりも、９

月に始まってから運動会の練習や文化祭の練習をやっている

ものを先取りしてやってしまえば、始まってから授業をつぶ

さないで済むということです。 

望月委員 国によっては、学力向上、授業時数の確保のため、国民の

休日のうち５日間は、学校に行って授業をする。そういう方

法をとっている国も出てきているんです。 

教育長 加藤委員は、保護者としてどうお考えですか。 

加藤委員 私も、年明け１週間の休みは長いなと思っていたので、Ａ

案、Ｂ案は、まず夏休みをカットして、冬休みをカットする

かしないかということだと思うんですけど、私としては、冬

休みのカットありきで、夏休みは暑いというご指摘もあった

ので、夏休みをどうするかという方向が妥当かなと個人的に
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は思います。ですから、このＡ案、Ｂ案であるならば、当然、

冬休みをカットするほうのＡ案を支持します。 

教育長 ただ、全国に先駆けて秦野で、１月７日までは休みじゃな

いとやったらどうかと思うんだけど、反対が根強い。 

委員長 １月は少なくとも５日まで。ここで２日は稼ぐ。それから、

８月末か９月の初めからというのはなかなかつらいから、１

学期は７月を延ばす。人間の体は暑いのになれてくるから、

それを２、３日延ばすほうがいいんだろうと思います。 

教育長 中体連の大会がそこにびっしり組まれるんです。今のスケ

ジュールで目いっぱいやっちゃっているから、影響を受ける

なんていったら大騒ぎになります。 

委員長 教育長の話のように、その日の時間数を上積みしていくと

いうことはできないと私も思っています。クラブ活動とか子

どもたちが自由に使える時間を確保するという意味では、や

っぱり、休みを減らすということだと思います。 

望月委員 私は、夏は暑いだろうから、冬休みを、２７日までやると

か、それから１月を６日からやるとか、その辺で３、４日確

保するという方法が一番いいのかなと思うんです。 

教育長 夏は、エアコンが全部完備するとまた話は変わってくるけ

ど。 

委員長 Ａ案の支持が多いように思いますけども、これは次回に正

式なものを上げるということでいいですか。 

 教育指導課長 はい。 

教育長 ただ、学校はＢ案ですね。 

 教育指導課長 はい。 

望月委員 朝早く始めるということはなかなか難しいですか。 

教育長 「保育園に子どもを預けてくる先生のことがあるじゃない

か」と言われる。私が勤めていたころは、夏は８時１０分、

冬は８時半、日の出と日の入りをよく考えてやっていたんで

す。それが統一されたがゆえに、職員が３０人４０人いて、

１人でも朝保育園に子どもを預けてくるお母さんがいたらだ

めですということです。 

髙槗委員 そうですね。 

委員長 今は、女性のためのワーク・ライフ・バランスは強いです

から。 

教育長 Ａ案で、現場を説得できれば。 

委員長 Ａ案、Ｂ案、どっちも決定的ではない。 

望月委員 私の考えているのはＡ案でもＢ案でもなく、冬休みを短く

 14



して、そこで時間数を確保する。 

 教育指導課長 中学校のほうからは、そういう意見も出ております。 

望月委員 ８月、実質的にクーラーがない今、こういうような気候が

ずっと続くとどうだろうというようなことは予想されるけれ

ど。 

委員長 これは、きっとつらいです。 

教育長 現場の意見をよく聞くということで、教育委員会に小中学

校の校長の代表を呼んで、少し意見を聞いてディスカッショ

ンする機会をもってもいいんじゃないですか。ただ、時間的

に余裕はありますか。 

 教育指導課長 学校が来年度の教育課程を作成するのは、実はもう始まっ

ていて、１月中旬ぐらいに決まれば修正は可能だと考えてい

ますが、意見を聞く機会を持つのは難しいと思います。 

教育長 全国で１月７日以前に３学期を始めている学校はないんで

すか。 

 教育指導課長 調べた限りではありません。 

望月委員 全国的に８月下旬という傾向はありますので、それを考え

ることも１つの方法でしょう。 

加藤委員 Ｂ案でも現状より２日間授業日数は増え、Ａ案だとさらに

２日増えるということなんですけど、年間でＡ案とＢ案が実

際どのぐらいの差があるのか。 

 教育指導課長 来年度は１日しか差がありませんので余り影響ありませ

ん。ただ、２日離れたときには若干影響があります。 

委員長 Ｂ案でやってみたらどうですか。不都合が生じるようであ

れば変える。 

望月委員 中庸を採ればＢ案です。 

教育長 現場の声をよく参考にしながら、一番いいと思うものを次

回、提案してもらえれば。 

委員長 それでは、「協議事項（３）教育委員会規則の一部を改正

することについて」、教育総務課長より説明をお願いします。

 ―教育総務課長より説明― 

教育長 教育研究所を教育指導課の傘下に入れるか、並列で教育研

究所長を教育指導課長と同等の格付けにするか。もう一つは、

今やっているように教育指導課長が研究所長を兼務するとい

う教育研究所のあり方については、今後、検討しなければい

けないと思っています。次回、ご審議、ご意見をいただけれ

ばありがたいと思っています。 

委員長 これに関しては、２月の教育委員会会議に提案されるとい
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うことですか。 

 教育総務課長 行政経営課の一部変更と併せて出しますので、２月または、

３月ということで考えてございます。 

教育長 １月の教育委員会会議で協議はできるわけでしょう。 

 教育総務課長 はい。 

委員長 教育研究所に何を期待するのかということによってどこに

つけるかということだろうと思うんです。私は並列であるべ

きだと思います。 

また次回、検討いただきたいと思います。 

次に「協議事項（４）子どもの自殺対応について」教育指

導課長より説明をお願いします。 

 ―教育指導課長より説明― 

委員長 ご質問あるいはご意見がありましたら。 

教育長 一通りお目通しいただいていると思うのですが、一度そう

いった子どもの不幸な自殺などがあると大変だということは

おわかりいただけると思うし、それから、管理職は、最悪を

想定して、日ごろからきちんと心の準備をしておかなければ

まずいだろうということを感じるわけです。桐生市の場合は

教育委員長までマスコミの前に引っ張り出されていました。

ですから、現場の校長たち、管理職も含め、我々もこれに一

通り目を通しておく必要があるのではないかということで、

今回、協議という形をとらせてもらいました。 

ちなみに、１月１２日の園長・校長会で、これを取り扱っ

て、管理職に、どうあるべきかということについての啓発を

したい、心の準備もしてもらいたいと思ってやりますので、

ご紹介しておきたいと思います。 

委員長 教育委員会の職員の派遣ということが書いてありますけ

ど、それぞれの学校は、先生を含めてスタッフはそんなにた

くさんいるわけではない。だから、教育委員会のバックアッ

プ、教育委員会の管理は大変重要になってくるのではないか。

むしろ、こういうことが起こった場合の対応のシステムを教

育委員会主導で考えたほうがいいのではないかという気がす

るんです。もちろん、校長や教頭あるいは担当の先生にも責

任はあるだろうけれども、なかなか対応するのは難しいです。

だから、その人たちを含めて、教育委員会が対応のための組

織あるいはシステムを組織的に検討する必要があると思いま

す。 

望月委員 子どもの自殺者が３００人と書いてあるけれども、少子化
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の中で３００人だから、増加傾向にあると理解したほうがい

いと思うんです。教育長が園長・校長会で話をされるという

ことは大変いいことだと思いますし、これから学校訪問、研

修会、児童生徒指導担当者会などいろいろな場面で、コンス

タントに周知していってほしい。 

委員長 桐生市は遅れて非難されているけど、私は、当初から、何

で調査委員会を立ち上げないんだろうと思いました。こうい

う問題が起こったとき、明らかにどこかの責任ということが

わかっていない場合は、客観的な第三者の調査委員会を直ち

に立ち上げるということは必要だと思うんです。 

教育長 議会答弁でも言いましたが、当事者が調べたって調べにく

いし、本当に客観的事実かどうかということは、また疑念を

持たれたりする。都合のいいように調べたのではないかとか。

それでも客観的な調査は難しいんですけど、専門家集団によ

る聞き取りをやらないと、とても無理です。 

委員長 次に、その他「神奈川県教育委員会教育委員による秦野市

学校視察について」指導課長より説明をお願いします。 

 ―教育指導課長より説明― 

委員長 何かご意見は。 

 ―特になし― 

委員長 そのほか何かございますか。 

 ―行政評価結果に対する今後の取組方針に係る見直し等の

内容の表現変更について、学校教育課長より説明― 

委員長 それでは、ただいまから秘密会といたしますので、関係者

以外の退席をお願いいたします。    〔午後３時５０分〕

 ―関係者以外退席― 

 〔削除〕 

委員長 以上で１２月定例教育委員会会議を終了いたします。 

 〔秘密会午後４時００分終了〕
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